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2006年度「産業と環境」国際シンポジウム
持続可能なライフスタイルとビジネスモデルを求めて

～「持続可能な消費と生産」の政策動向～

現在、経済産業省が環境政策と考えていますもの
は大きく分けて３つあります。１つは、鎌形課長の
方からご説明がありました地球温暖化問題、２つ目
は廃棄物リサイクル問題で、また資源も制約されて
いるということから循環型社会の構築が生み出され
ています。３つ目は、化学物質管理問題で、公害問
題以降、何千種、何万種と出てきている化学物質へ
の対応です。ただ、これらの環境政策をそのまま経
済に応用すると、経済の方がシュリンクしてしまう

ので、調和する形で克服しなければなりません。そ
こでキーワードとなるのが、技術革新と自主的手法
です。

まず背景ですが、環境問題自体も非常にグローバ
ル化・複雑化してきています。例えば、温暖化問題
で言うと、二酸化炭素排出量が550ppmになると、
工業化以前の地球の平均温度に対してプラス２℃以
内に収めることができるということなのですが、図
にありますように、1990年代の技術を使うと排出
量が増え、現在の技術を使うとまだこれくらいで、
550ppmにするにはまだギャップがあり、技術革新
で何とかしないといけない状況があります。
また、資源循環につきましても、日本のほか最近
成長著しい中国とは、ASEANの関係でお互いに製
品の出入りがありますし、特に最近は日本からレア
メタルやペットボトルなども中国に流れています。
こういった資源を、ある時には廃棄物、ある時には
資源ということで、両方適切にコントロールしなが
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ら回していかねばなりません。そういう面でも、日
本はもう少し貢献していかねばならないと考えてい
ます。

そのために何をやっているかということですが、
環境面からのビジネス支援には、大きく分けて２つ
の柱があります。１つ目は、自主的な環境配慮経営、
経済の環境化です。これは、すべての産業に関わる
人が環境に配慮してくださいということです。もう
１つは、環境分野で新しいビジネスをつくってくだ
さいということです。これにつきましては、先ほど
背景で申し上げたようないろいろな制約がありま
す。それから、企業が品質コストの大きな課題に、
新たにＥ（環境）を考えないといけないという立場
になってきました。これを競争力の源泉として捉え
ようという視点が重要です。また、消費者側でもグ
リーンコンシューマーが増えてきたとか、企業の社
会的責任の意識向上が出てきたという受け皿的な背
景もあります。
企業が何をすればよいかというと、環境マネジメ
ントの構築、生産プロセスのグリーン化です。サー
ビスの設計などもしっかりグリーン化する必要があ
ります。また、その成果を対外的にきちんと環境コ
ミュニケーションしなければなりません。それぞれ
に対して支援策を講じているということで、後ほど
１つずつご説明いたします。

もう１つ、環境分野のビジネス、環境の経済化に
ついては、新しいビジネスの創出やリスク低減を
行っています。

まず、環境経営管理についてですが、なかなか
ISO14000を取得するのは大変です。お金もかかる
し、人もいないし、コストもかかる、ということで
考えたのが、ITの使用です。よく見ると、全体では
かなり普及しているのですが、中小企業の方にはな
かなか普及していません。そこで、いろいろな専門
分野の団体があり、専門分野は大体業種別に標準的
なコンテンツが決まっているのではないかというこ
とで、そこの部分をまとめました。これに対し、イ
ンターネットで各社必要な部分だけ一部変更しても
らい、その成果を外部報告書なりホームページに載
せることができるよう、情報作成ツールをつけまし
た。要するに、ITを使ってコストも安く、期間も短
縮して、ノウハウもこれに一元化することで、どん
な企業でも取得しやすくなるようなシステムが、平
成17年４月から稼働しています。ぜひお試しくださ
い。従来のISO取得に比べるとコストも１桁違うと
思います。

次は、生産プロセスのグリーン化についてです
が、会計では環境関係にもお金がかかると思われま
すが、これは環境にも優しいしコストも削減できる、
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両立した手法です。ここに簡単な図がありますが、
従来ですと、100円資源投入資源して、製品を作る
と、残りの不良品や廃棄物は全然カウントされませ
ん。この緑の部分をつくるのに100円使ったとした
ら、伝統的な計算だと製品を100円使って出しまし
た、つまり原価100円ということになります。しか
し実際は違います。マテリアルフローコスト会計は、
製品になる色々な工程で発生する廃棄物、たまたま
製品にならなかった材料、それに投入したエネル
ギー、あるいは使用した設備や人件費などを、廃棄
物ではなく、負の製品と考えましょうというもので
す。ですから、プロセスごとに順を追って、廃棄物
を製品とみなして価値があるものとしてお金で換算
します。そうすると、100円投入しても100円の製
品には実質70円しか使われていないということにな
ります。残りの30円は負の製品の価値すなわち廃棄
物の価値がありましたという考え方です。そうする
と、70円の製品をつくるのであれば、投入も70円で
いいのではないかということになります。技術革新
によって、ここを改善すれば、70円の製品をつくる
のには70円の投入で済むようになります。出すなら
入れるなということです。今はリサイクルではなく
リデュースの時代です。マテリアルフローコスト会
計とは、そういったことを診断する「見える化」ツー
ルです。
ここに簡単な図がありますが、これはキヤノン株

式会社さんの例です。レンズを作って研磨して最終
的に仕上げるのですが、最終製品になる外側の部分
を研磨して捨てるわけです。研磨したくずでも、先
ほど言いましたように、エネルギーや人件費がか
かっています。それをくずと見るか、負の製品と見
るかということです。このようなツールを開発して、
今年から本格的な普及に努めています。ぜひお試し
ください。

次に、LCAの環境配慮設計についてですが、1998
年から取り組んでおりまして、これも自主的な工業
界の取組みによりデータベースを構築しました。採
掘、素材、部品、組み立て、使用、廃棄を含めたラ
イフサイクル全体に関しまして、いろいろな鉄鋼、
素材、組立メーカー、エネルギー関係の工業界の協
力を得まして、大気圏に出るCO₂や水に出るものの
インベントリー14排出物質について原単位を整備し
ています。これを用いて環境上への影響がどのくら
いあるかという評価システムも約５年かけて開発し
ました。第１期の成果です。

2003年から2005年までの第２期では、先ほどの
データベースを元に製品に適用してみました。ここ
では、アルミサッシと二層断熱アルミサッシを作る
だけなのですが、実際CO₂の排出量はアルミサッシ
に比べて断熱アルミサッシが大きいという形になっ
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ています。確かにそうなのですが、これもまた使い
始めると多分逆転して面白い結果が出るのではと
思っています。
静脈系についても、今まではごみ処場に行くだけ
でしたが、テレビを例に考えてみると、リサイクル
するためにまず手解体し、その後どうしてもだめな
ら機械で砕破して処分場に行くという工程をきめ細
かく見て、先ほどのLCAのデータを入れて評価でき
るようになりました。
また、製品だけではなく、地域の計画もLCAで評
価できるようになりました。例えば、廃棄物の処分
を１カ所にまとめてやる場合と、地域分散型でやる
のとでは、どちらが環境上得か、コストは別ですけ
れども、評価できるようになっています。
環境影響も精緻に検討できるようになりました。
従来は、Ａはこのくらいの影響、Ｂはこのくらいと
いうように、１つの数字で評価されていました。実
はＢはこの値を中心にこのくらいの不確実性があ
り、Ａは基本としてまわりにこのくらいであるとい
うことで、不確実性を考慮した検討ができるように
なっています。これは、2005年度までのプロジェク
トです。

実際に、コミュニケーションとして伝えるという
ことで、「エコリーフ」というISOのタイプⅢのラベ
ルがあります。製品にエコリーフがついて、下に番

号もついています。これにアクセスすると、そのバッ
クグラウンドデータが全部、素材から製造、使用か
ら廃棄までこのように定量的にいくらCO₂が出るの
かという情報がすべて載っています。日本が一番進
んでおり、スウェーデンや韓国も取り組んでいます。
そのほか有名なラベルとしましては、こちらのタ
イプⅠ「ちきゅうにやさしい」のエコマークがあり
ます。これは、ある基準を満たしたかどうかであり、
その基準を満たしていれば取得できるというもので
す。タイプⅡは、企業が環境の自己主張するラベル
です。タイプⅢは第三者が認証しており、これを計
算して表示するだけでも非常に努力が必要なため、
皆様が製品を買われるときにはぜひともこれを評価
して買っていただければと思います。最近の製品の
例としては、松下電器産業株式会社さん、セイコー
エプソン株式会社さん、キヤノン株式会社さんが、
一生懸命取得されています。

環境コミュニケーションについてですが、1999年
以来毎年12月に東京のビックサイトで３日間エコプ
ロダクツ展を開催しています。商談促進だけではな
く、情報発信、コミュニケーション、環境学習など、
いろいろなものを行っています。当初は５万人ぐら
いだったのですが、去年は約15万人、出展者も倍増
しています。特筆すべきは、小中高校生や学生もど
んどん増えてきており、去年12月では１万2,000人
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にのぼり、学校でも課外実習のカリキュラムに組ん
でもらっているという状況です。一度お越しいただ
ければわかると思いますが、多様な団体やメーカー
の他にも、行政、自治体、また海外からも出展いた
だき、また来訪者も、消費者、マスコミ、メーカー、
学生など多岐にわたります。また同様の取組みを国
際的にも展開しています。2004年にはマレーシア、
2005年にはタイ、去年はシンガポールで開催し、順
調に来場者が1万、2万5,000、3万4,000人と増えて
いるといった状況です。

これはエコプロダクツ展の開会式、会場の様子で
す。会場がごった返していて目が回りそうですが、
熱心に皆様準備され、子供たちも何を聞くのかをき
ちんとまとめてきて、非常に効率的です。子ども対
応のセキュリティや、子どもに親切に教えてくれる

ような体制も整え、非常に好評です。こちらはシン
ガポールでのエコプロダクツ展の様子です。非常に
大成功に終わりました。

エコプロダクツ展は、毎年テーマを決めてやって
います。今年は環境調和型のライフスタイルという
ことで、「生活の粋（いき）、技術の粋（すい）」と、
なかなか格好いいテーマではと思っています。江戸
時代を念頭に置き、粋に住むとか、乗っているだけ
で省エネができるとか、換えるだけで省エネができ
る電球とか、さらりと枠に楽しむことです。昔、我々
の世代では、ステレオコンポシステムという大きい
システムがありましたが、このウォークマンは非常
に省資源で、どこにでも持ち運びできて省エネで、
ライフスタイルの中に無理なく組み込めるのではな
いかと、そういったようないろんな提案をさせてい
ただきました。特に、循環型社会といえば江戸時代
でして、服もリサイクル、汚い話ですが、我々のし
尿なども肥料として農家に持っていったり、高貴な
方のし尿は我々庶民のし尿に比べると高値で引き取
られたりという話もあり、ちゃんと経済として回っ
ているようで非常に面白いなと思っています。

これは、環境分野のビジネスということで、地域
の拠点づくりとしてのエコタウンです。過去には、
臨海部でのいろいろな公害問題があったり、大きな
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企業の産業集積であったりしました。それらが環境
産業に生まれ変わって地域に振興する、あるいは地
域で独自のリサイクルがあるのではないかというこ
とで、自治体が主体となり、企業や住民を中心にし
てエコタウンプランというのを作ってもらいます。
それを環境省さんと共同承認し、そこに位置づけら
れた先導的な施設について補助を出すといったス
キームです。今までに26地域で62施設に補助を行っ
てきました。これは平成15年に承認させていただき
ました兵庫県のエコタウンです。排タイヤを集め、
熱分解し、ガスや鉄ワイヤにして、新日本製鐵株式
会社さんでリサイクルされています。

エコタウン補助事業の評価についてですが、受け
入れ量が、始まってから右肩上がりに伸びています。
内訳は、一般廃棄物、家電、産業廃棄物、自動車な

どです。どのように処理をしたかというのがこの水
色の部分ですが、大体８割方がリサイクルになって
います。あとはリユースやサーマルという形で、い
い感じで回っているなと思っています。

今までのお話が大企業とすると、これは環境コ
ミュニティ・ビジネスということで、地域にあるい
ろいろな環境問題について、地域の環境問題に取り
組むNPOや市民が、企業グループと組んで解決する
というビジネスモデルです。ビジネスにすると、ずっ
と持続します。そういうことで地域の環境問題を持
続的に解決していこうというモデルです。平成15
年から始めています。１つ例を挙げていますが、イ
ベントなどで使われた紙コップや紙食器は、これま
でイベント終了後は、夢終わってごみの山となって
いましたが、ここではリサイクル・リユースすると
いう仕組みを作りました。特に、リユースのために
生分解性のプラスチックを開発しています。定量的
に環境負荷削減効果も検討しています。紙コップを
100とすると、リユースコップは２・３回使うとま
だ負荷が多いのですが、洗浄水のエネルギーを含め
ても５回、６回、10回、20回になると全く逆転しま
す。今までに90万個の使い捨て食器ごみを減量しま
した。この取組みは、山梨のＪリーグ、あるいは国
体へと、どんどん広がっています。ビジネスとして
も回りつつあり、雇われている方への給料も徐々に
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上がり、取り組まれている方のやる気が大きくなっ
ているとのことで、非常に期待しているところです。

グリーン・サービサイジングモデル事業について
ですが、先ほど郡嶌先生のお話にありましたように、
製品・物を販売するのではなく、物の機能をサービ
スとして提供しようとするものです。イメージとし
ては、サービス提供者が持っている物をレンタルす
る。レンタルすれば、そのサービス提供者が１個持っ
ていればあとは不要ですので、大分負荷が減ると思
います。あるいは、消費者が持っているものを長持
ちさせるアップグレード、またはカーシェアリング
のように共同で使う。また、全く物にこだわらない
ものとして、デジタル画像管理、音楽配信、それか
ら先ほど郡嶌先生からのお話にあったESCOです。
また、大阪で非常に有名な、松下の「あかり安心サー
ビス」があります。従来であれば、蛍光灯を買うと
いうことになりますが、ここのサービスは光という
機能を売るということで、蛍光灯のメンテナンス、
廃棄なども全て松下電器産業株式会社が行っていま
す。一括して管理される非常に効率的なシステムで、
非常に効果は絶大で引き合いも多く来ているとのこ
とです。
もう１つの事業例は、「環境デリバリーパック」
で物流コスト削減と環境負荷低減の両方を実現する
システムがあります。従来では、段ボールに緩衝材

を入れ、１回使ったら終わりでダンボールも緩衝材
もごみの山になっていました。何回でも繰り返し使
えて頑丈で簡単に梱包できる再生紙から開発された
箱、また緩衝材もほとんど不要のものを開発してい
ます。ここに、簡単に環境負荷計算をしています
が、ワンウェイの場合とイースターパックを繰り返
し使った場合を比べると、年間このくらいの二酸化
炭素が削減できます。富士ゼロックス株式会社さん、
エプソン販売株式会社さんやソニー株式会社さんも
どんどん使用されていますし、最近ではテレビにも
紹介されて広がっているという状況です。

このような形で、これからも環境と経済を両立さ
せる、環境の切り口をビジネスの展開の源泉として
取り組んでいただくようなスキームを考えていきた
いと思っています。よろしくお願い致します。どう
もありがとうございました。
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